
 資料５  

 

 

○御嵩町第五次総合計画策定にむけて －町の特性と主要課題の整理－ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆町の特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住民からの意見】 

 

◎御嵩町の強み（Ｓ） 

・経験豊かな、優しい、おもしろい人
が多い。 

・地域内のつながりが強い 
・防災・防犯がしっかり行われている 
・生活環境が良い 
・19 号バイパス沿い、インター周辺に
開発できる余地があるなど 

 

 

●御嵩町の弱み（Ｗ） 

・世代間交流が少ない。他人任せ 

・防災意識が弱い 

・農業が弱点 

・広見線を利用する仕掛けが少ない 

・飲食店が少ない 

・亜炭鉱廃などでイメージが悪いなど 

 

 

◎外部環境からみた御嵩町の機会 

(チャンス Ｏ) 

・高齢者が活躍できる、多世代交流 

・農業の活性化のチャンス 

・環境・エネルギーの取り組みを充実 

・観光客や行き来が増える 

・地域や田舎志向の人の受入れ 

・多様な教育機会ができるなど 

 

 

●外部環境からみた御嵩町の脅威 

（ピンチ Ｔ) 

・家庭などでの関係が希薄に 

・認知症、孤立など高齢化の影響 

・災害などの緊急時の対応が心配 

・通過交通が増える 

・地域などの活動に参加する人が減る 

・家庭の教育力低下など 

 

 

 
国や県の動き 

 

（時代潮流）外部環境の変化 

◆住民意識からみたまちづくりの課題と方向性など（御嵩町第五次総合計画策定に伴う『まちづく

り』についての住民アンケート調査 Ｈ26.9） 

《施策満足度（Best5）》 《施策重要度（Best5）》 《力を入れるべき施策》 

①幹線道路整備（46％） ①亜炭鉱廃坑対策（78％） ①亜炭鉱廃坑対策（39％） 

②ごみ減量・リサイクル（43％） ②防災対策（66％） ②高齢者福祉（24％） 

③上水道整備（39％） ③雇用確保（64％） ③公共交通機関（20％） 

④下水道整備（32％） ④人口減少対策（63％） ③人口減少対策（20％） 

⑤生活道路整備（26％） ⑤医療体制（62％） ⑤防災体制強化（17％） 
 

●町の自慢：「わからない」43％、「自慢できない」28％、「自慢できる」19％。 
（中学生）：「わからない」66％、「自慢できる」17％、「自慢できない」15％。 

→具体的に自慢できることは、自由記入で住民、中学生ともに「自然」（自然が多いことなど）
が多く、次いで「歴史・文化」 

 
●御嵩町に住み続けたいと「思う」64％、「わからない」29％、「思わない」６％ 
 （中学生）「思う」24％、「わからない」54％、「思わない」22％ 

◆町の主要課題（仮） 

 

 

●住み続ける人、住みたい人を増やす

こと 

 

●お互いに学び合うこと、地域を支え

る人をつくること 

 

●安心して暮らせる、支え合う地域を

つくること 

 

●豊かさ自然を守り、自然と共生する

暮らしを営むこと 

 

●暮らしやすい地域や町の環境を維持

すること 

 

●地域の雇用の場、経済基盤をしっか

りとさせていくこと 

 

●地域でのふれあいや地域の維持、地

域と地域の交流を盛んにすること 

 

●持続性のある行財政運営を行うこと 

 

 

 

 

 

 

 

◆これまでの総合計画と将来像 

［第一次］S49～60  健康で豊かな人間生活のできる産業文化都

市 

 

［第二次］S61～H7 自然と歴史に調和した産業文化都市 

 

［第三次］H8～17 

自然と歴史のなかに出会いとふれあいがいきるまちづくり 

～21 世紀の宿場町・みたけ～ 

 

［第四次］H18～27 ひと・みどり・ものづくり 

～いきいき十字路タウンみたけ～ 

◆将来像の 

キーワード 
 

（第１回審議会など） 

 

◆引き継げる理念を 

 

 

●「環境モデル都市」 

 

 

●町を活性化するには

人 

⇒人づくり、住民自治、

住民参画… 

 

 

●環境、福祉、防災、

人づくり 

 

●地域の交流 

 

●人と人の絆 

 

 

●行政改革、行政経営 

 

 

◆国・県の方向性 
国土形成計画「中部圏広域地方整備計画」
の目標 
・賑わいあふれる国際交流圏・多文化共生圏、

世界をリードする産業・技術のイノベーシ
ョン圏、人々が生き生きと、安心して暮ら
すことができる持続可能な環境先進圏 

 
◆岐阜県長期構想  希望と誇りの持てる
ふるさと岐阜県をめざして～人口減少時代
への挑戦～（平成 21～30 年度） 
・５つの将来像 
安心して暮らせる／人・モノが活発に交流
／誰もが生き生きと活躍／清流と自然を
守る／つながり、支え合う岐阜県 

◆地方創生へ 
（まち・ひと・しごと創生総合戦略） 
 

●岐阜県人口ビジョン（H27.4・暫定版） 

・右肩上がりの社会の価値観ではない、新しい
価値観を持ち、地域を新しく創り変える 

→自然減対策、社会減対策 
 
●岐阜県「清流の国ぎふ」創生総合戦略（H27.4・
暫定版） 
・基本目標 

1.ひとを育む／2.しごとをつくる 
3.岐阜に呼び込む／4.安心をつくる 
5.まちをつなぐ 

◆人口動向 「統計からみた御嵩町の現状について」参照 

●人口は減少することが予想され、老年人口（65 歳以上）は 2025 年（Ｈ37）以降には減少

に転じるものの生産年齢人口（15～64 歳）、年少人口（15 歳未満）の人口は減り続ける。 

◆都市間比較 

●御嵩町は可茂地域内・隣接市町の中

では、人口の減り具合は低く、老年

人口の割合は低いが、年少人口の割

合も低い。行財政面では住民１人当

たりの所得や財政力指数は高く、住

民当たりの職員数は少ない。 

→可茂内７市町、瑞浪・土岐市と比較した

御嵩町の指数。1.0 が 10 市町平均。 

※は逆数で低い値をプラス方向に換算  
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①人口増加率（Ｈ17～

22）（％）☆

②年少人口割合Ｈ22

（％）

③老年人口割合Ｈ22

（％）※

④昼夜間人口比率Ｈ22

（％）

⑤１人当たりの所得Ｈ

22（千円）

⑥財政力指数（Ｈ25）

※

⑦実質公債比率（Ｈ23

～25平均）※

⑧経常収支比率Ｈ25

⑨住民1，000人当たり

の職員数Ｈ25（人）※

1.御嵩町


